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MedBalance

くぼみを使うデバイスホールを使う

参考例として次の3ステップを紹介いたします。時間をかける必要性はなく、日々のトレーニングに加えてください。

① 通常の縫合結紮トレーニング（5～10分）
デバイスホールを使用し、通常の縫合結紮操作を行います。現在の自分の操作感覚を把握するステップです。
ここで手ブレを感じる場合はすぐにステップ②へ。

② 手ブレ矯正トレーニング（5～10分）
PivotOneの円周に配置された「くぼみ」にのひとつに鉗子を軽く押し当てます。
くぼみの底に鉗子が触れている感覚を常に意識しながら、「ゆっくり」と縫合操作を行うことがポイントです。
意識が途切れると鉗子が外れてしまうため、自然と“安定した操作”を身体が学習します。

③ 再度、通常の縫合結紮トレーニング（5分～10分）
再びデバイスホールを使用して縫合結紮を行うと、1回目とは異なる“安定した感覚”に気づくはずです。
これこそが、手ブレ矯正トレーニングの効果を実感できる瞬間です。
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